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10
日
、
１
市
４
町
の

会
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
、

10
時
に

南
幌
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、

長
沼
、
由
仁
、
栗
山
を

経
て
、

最
後
に

夕
張
ニ

コ
ッ
ト

前
で
ス

タ
ン
デ

ィ
ン
グ

や
街
宣

を
行
い

ま
し
た
。 

そ

れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
国
の

コ
ロ
ナ
対
策
の
不
備
を

指
摘
し
、「
９
条
改
憲
よ

り
、
軍
事
費
削
っ
て
コ

ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

午
後
３
時
か
ら
は
、

夕
張
ニ
コ
ッ
ト
前
で
、

立
憲
民
主
党
か
ら
千
葉

清
美
栗
山
町
議
が
、
社

会
民
主
党
か
ら
浅
野
北

海
道
幹
事
長
が
挨
拶
し
、

日
本
共
産
党
か
ら
は
、

く
ま
が
い
桂
子
市
議
が

「
コ
ロ
ナ
自
粛
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

感
染
者
が
出
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
国
難
が

続
い
て
る
中
、『
桜
を
見

る
会
』
疑
惑
、
河
井
元

法
務
大
臣
・
河
井
杏
里

参
議
院
議
員
に
よ
る
買

収
事
件
な
ど
、
私
た
ち

の
税
金
を
私
物
化
す
る

安
倍
首
相
は
、
説
明
責

任
が
あ
り
な
が
ら
、
強

引
に
国
会
を
閉
会
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

『
国
民
生
活
よ
り
も
改

憲
』『
中
小
零
細
企
業
や

労
働
者
よ
り
も
、
お
友

達
優
遇
』
と
い
う
安
倍

政
権
に
、
国
民
の
批
判

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。 

９
条
改
憲
よ
り
、
憲

法
に
基
づ
い
た
国
民
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
第

一
に
考
え
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
政
府
は
全
力
を
そ

そ
ぐ
べ
き
で
す
。
大
企

業
・
経
済
優
先
の
安
倍

自
民
党
政
治
か
ら
の
転

換
を
今
、
す
べ
き
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
一
緒
に
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
配
慮
し
、
短
時
間

で
の
訴
え
と
、
Ｇ
ブ
ラ

  
 

 
 

 

夕
張
市
が
臨
時
交
付
金
で
「
市
民
に
マ
ス

ク
を
配
る
」
こ
と
が
、
新
聞
等
で
何
度
も
報

道
さ
れ
ま
し
た
。 

市
と
し
て
は
「
こ
の
事
業
は
、
国
が
示
し
た

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
も
の
で
、
公

共
施
設
や
生
活
交
通
等
に
お
い
て
必
要
な

消
耗
品
や
備
品
を
購
入
す
る
ほ
か
、
市
民
の

皆
様
に
感
染
防
止
の
基
本
情
報
や
マ
ス
ク

を
お
届
け
し
、
第
２
波
・
３
波
に
も
備
え
る
よ

う
、
情
報
を
丁
寧
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

で
、
事
前
準
備
を
促
し
、
市
民
の
経
済
的
負

担
を
緩
和
す
る
」
こ
と
が
目
的
と
の
説
明
で

し
た
。 

単
身
の
高
齢
世
帯
な
ど
、
買
い
物
に
も
不

自
由
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
に
と
っ
て
は
、
う

れ
し
い
心
遣
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
ら
に
、
こ
の
臨
時
交
付
金
は
、
「
地
方
創

生
」
と
い
う
政
府
の
政
策
に
沿
っ
た
事
業
メ

ニ
ュ
ー
の
条
件
付
き
で
す
。 

政
府
は
１
次
補
正
で
１
兆
円
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
創
設
。
２
次
補
正
で
２
兆

円
を
上
積
み
し
て
い
ま
す
。 

夕
張
市
に
は
１
次
で
８
７
１
０
万
９
千

円
、
２
次
で
２
億
９
７
６
９
万
３
千
円
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
次
分
の
詳
細
は
、
下
の
表
か
ら
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

◆地域経済活性化促進へ市内事業者の事業拡大助成。  

上限 50 万×4 件=200 万円 

◆経済損失があった飲食店・事業所に（3500 万円） 

・経済損失があった飲食店に一律 10 万円を給付  

・飲食事業者以外で、一定以上の経済損失があった事業

者について一律 10 万円を給付 

・さらに、新たにテイクアウト事業を行う事業者に必要

な経費を補助  限度額 10 万円×35 店舗 

◆小中学校の消毒・空間確保の備品購入（279.1 万円）  

◆学校給食のキャンセルできなかった食材購入（25 万円） 

◆通学児童の多いバス路線にスクールバス増便・添乗員、

小中学校修学旅行の貸し切りバス増便（309.8 万円） 

◆臨時休校で、スクールバスや給食の配送停止など、市

が業務委託している交通関連７事業者に対し、運営を

支援する給付金を一律 10 万円支給（70 万円） 

◆市民が有意義に時間を過ごせるよう図書館のインター

ネット検索・予約、蔵書を充実させる（127.7 万円）   

（ 2 面に続く）   
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ザ
ー
ズ
の
ギ
タ
ー
演
奏

を
は
さ
ん
で
、
最
後
に

「
あ
す
の
平
和
を
つ
く

り
だ
す
夕
張
の
会
」
の

熊
谷
泰
昌
さ
ん
が
発
言

し
ま
し
た
。 

「
私
た
ち
の
会
は
、

５
年
前
の
戦
争
法
が
強

行
可
決
さ
れ
た
と
き
、

キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の

関
係
者
、
小
中
高
校
の

退
職
者
な
ど
が
中
心
と

な
り
、
子
ど
も
や
孫
た

ち
、
ひ
孫
た
ち
へ
、
『
平

和
で
一
人
一
人
の
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
権
利
が
保
障
さ
れ
る

社
会
を
残
し
た
い
』
と

い
う
思
い
で
結
成
さ
れ
、

活
動

を
し

て
い

ま

す

。

『
９
条
改
憲
発
議
さ
せ

な
い
新
署
名
』
と
新
し

い
政
治
へ
転
換
を
」
と

訴
え
、
終
了
し
ま
し
た
。 

岩
渕
友
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩 
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友 

 
 
 
 

被
災
し
た
方
へ
の
支
援
を
た
だ
ち
に 

 

豪
雨
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
被
災
を
さ
れ
た
み
な

さ
ま
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
す
ぐ
に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
国
会
内
で
行
わ

れ
た
本
部
会
議
に
は
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
議
員
も
参
加
し

て
、
現
地
に
駆
け
つ
け
た
田
村
貴
昭
衆
院
議
員
や
地
方
議

員
の
方
々
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
現
場
の
実
態
を
共
有
し

ま
し
た
。 

 

避
難
所
へ
の
パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な

ど
の
設
置
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
政
府
が
呼
び
か
け
て
い
る

自
宅
や
親
戚
宅
な
ど
へ
の
分
散
型
避
難
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
も
物
資
や
食
料
の
支
援
が
届
く
よ
う
プ
ッ
シ
ュ
型

の
支
援
を
行
う
こ
と
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
打
撃
に
豪
雨
被
害

が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
事
業
者
か
ら
は
「
心

が
折
れ
そ
う
」
と
い
う
悲
痛
な
叫
び
が
あ
が
る
な
か
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
支
援
、
直
接
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
志
位
和
夫
委
員
長
が
武
田
良
太
防

災
大
臣
に
要
請
し
ま
し
た
。 

 

救
援
募
金
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
も
東

北
各
地
の
街
頭
な
ど
で
救
援
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
短
時
間
で
も
多
く
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
す

ぐ
に
現
場
の
実
態
と
要
求
を
つ
か
み
、
救
援
募
金
が
ど
こ

で
も
取
り
組
ま
れ
る
。
苦
難
あ
る
と
こ
ろ
で
力
を
発
揮
す

る
、
日
本
共
産
党
の
草
の
根
の
力
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

そ
し
て
、
野
党
が
共
同
で
求
め
て
い
る
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
の
上
限
額
を
３
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
制
度
の
拡
充
が
今
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

明
治
維
新
53
／
朝
鮮
植
民
地
支
配 

㉟ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

民
衆
の
た
た
か
い 

こ
の
「
歴
史
散
歩
」
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
に
つ

い
て
は
、
明
治
政
府
と
大
日
本
帝
国
軍
隊
に
よ
る

非
道
の
数
々
を
書
き
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮

民
族
は
黙
っ
て
い
た
の
か
？ 

そ
ん
な
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

す
で
に
み
た
よ
う
に
甲
午
農
民
闘
争
（
東
学
農
民
闘
争
）
・
義
兵
戦
争
な

ど
記
録
に
残
る
た
た
か
い
を
は
じ
め
、
隠
れ
た
英
雄
的
抵
抗
は
数
知
れ
ま

せ
ん
。 

し
か
し
、
こ
と
ご
と
く
武
力
を
も
っ
て
こ
れ
を
制
し
、
正
確
な
報
道
も

ほ
と
ん
ど
阻
止
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

世
界
の
動
き 

一
方
、
世
界
は
日
本
政
府
の
思
惑
を
超
え
て
、
大
き
く
動
き
始
め
て
い

ま
し
た
。 

１
９
１
７
年
（
大
正
６
）
ロ
シ
ア
革
命
が
、
そ
し
て
翌
１
９
１
８
年
（
大

正
７
）
ア
メ
リ
カ
で
は
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「

14
カ
条
」
が
発
表
さ
れ
、

民
族
自
決
の
権
利
、
民
族
独
立
の
機
運
が
起
き
て
い
ま
し
た
。 

日
本
で
も
米
価
高
騰
と
買
い
占
め
に
抗
議
の
声
が
上
が
り
、
１
９
１
８

年
（
大
正
７
）
米
騒
動
が
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
反
対
の
運
動
と
合
わ
せ
全
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
朝
鮮
独
立
の
運
動
は
、
実
は
在
日
留
学
生
に
よ
っ
て
、

日
本
で
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

２
・
８
独
立
宣
言 

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
２
月
８
日
、
神
田
の
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
青
年

会
会
館
ホ
ー
ル
（
現
・
在
韓
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
は
、
数
百
人
の
留
学

生
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
留
学
生
学
友
会
の
総
会
で
し
た
。 

動
き
は
、
前
年
の

12
月
学
友
会
の
忘
年
会
に
始
ま
り
ま
す
。
在
米
朝
鮮

人
に
よ
る
独
立
運
動
や
上
海
の
独
立
の
動
き
を
知
っ
た
学
生
た
ち
は
決
意

し
ま
す
。
彼
ら
は
、
秘
密
時
に

１１
人
の
代
表
に
な
る
朝
鮮
青
年
独
立
団
を

結
成
、
独
立
宣
言
書
・
決
議
文
や
民
族
大
会
招
集
請
願
書
な
ど
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。 

  (
6
1
9

字)
  

          

         
 
 
 
 
 

  
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩（139） 

（ 1 面から続く）  

◆利用料金のみで運営している各施設の運営を支援  

（市民健康会館・紅葉山パークゴルフ場・市営球場・夕

張岳ヒュッテ  計４指定管理者×5 万円）（20 万円） 

◆感染拡大防止、多様な働き方の導入推進のため、庁内

オンライン会議専用機器やネットワーク環境を整備。

（90.7 万円） 

◆高校に貸与するためのタブレット端末等を購入する。

（280.7 万円）  

◆市内小売店で夕張メロン等特産品を 5 千円以上購入

した者に市内宿泊施設・スキー場等で利用の割引券を交

付。ふるさと納税パンフを作成し同封する（1050 万円） 

◆生命と健康を守るため、マスクを市民に配布、公共性

が高い施設や生活交通等の感染防止のため、消耗品、備

品を購入（庁舎・診療所・避難所・博物館）（2837 万円） 
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